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　2011 年 3 月11日（金）14 時 46 分，東北地方三陸沖を震源とするマグニチュ ドー9.0，最大震



































































































その結果，① 2011 年 4 月から避難所生活の支援活動を始め，② 2011 年 4 月から2014 年 12












とB職員を対象として，2014 年 12 月にインタビューガイド（表 1）のもと半構造化面接を行った。そ




支援活動に参加する学生の特徴，変化，教育的効果」を分析するために，筆者が第 9 回，第 10
回の支援活動と活動に向けた打ち合わせ，各回の反省会に参加し観察することによって，フィー ル



































































ことがないか」と地域交流センター に相談に訪れた。その結果，震災発生 12日後の 3 月23日か
ら1 週間，学生たちが 1日4 時間以上街頭に立ち，社会福祉協議会の募金箱と手作りの看板を
抱え声をからしながら寒空の中街頭募金を行った。未だに新百合ヶ丘駅に響き渡る学生たちの声
を思い出す。このパワーこそが，この活動の火種となり今も燃え続けている。その後，中心となる












参加者：学生 7 名，教職員 2 名
第 2 回 日にち：2012 年 2 月26日（日）
活動場所： C仮設住宅
活動内容：子どもたちを対象にしたサロン活動（「子どもミニ縁日」）
参加者：学生 13 名，教職員 2 名，協力研究員 1 名
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第 3 回 日にち：2012 年 5 月27日（日）
活動場所： C仮設住宅
活動内容：子どもたちを対象にしたサロン活動（「子どもミニ縁日」）
参加者：学生 15 名，教職員 3 名，協力研究員 1 名
第 4 回 日にち：2012 年 8 月26日（日）
活動場所： C仮設住宅
活動内容：子どもたちを対象にしたサロン活動（「子どもミニ縁日」）
参加者：学生 6 名，教職員 2 名
第 5 回 日にち：2012 年 11 月25日（日）
活動場所： C仮設住宅
活動内容：子どもたちを対象にしたサロン活動（「子どもミニ縁日」）
参加者：学生 10 名，教職員 3 名，協力研究員 1 名
第 6 回 日にち：2013 年 3 月3日（日）
活動場所： C仮設住宅
活動内容：子どもたちを対象にしたサロン活動（「子どもミニ縁日」）
参加者：学生 12 名，教職員 4 名，協力研究員 2 名
第 7 回 日にち：2013 年 6 月23日（日）
活動場所： C仮設住宅
活動内容：子どもたちを対象にしたサロン活動（「子どもミニ縁日」）
参加者：学生 17 名，教職員 4 名，協力研究員 1 名
第 8 回 日にち：2014 年 2 月23日（日）
活動場所：いわき市営D団地
活動内容：子どもたちを対象にしたサロン活動（「子どもミニ縁日」）
参加者：学生 23 名，教職員 4 名，協力研究員 2 名
第 9 回 日にち：2014 年 7 月13日（日）
活動場所： C仮設住宅
活動内容：子どもたちを対象にしたサロン活動（「子どもミニ縁日」）
参加者：学生 22 名，教職員 3 名，協力研究員 1 名
第 10 回 日にち：2014 年 12 月14日（日）
活動場所： C仮設住宅
活動内容：仮設住宅の住民を対象にしたサロン活動（「ミニ縁日」）
参加者：学生 17 名，教職員 3 名，協力研究員 2 名
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